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イエス様と自分の結びつき 

担当司祭 田丸 篤 

 

最近私は、これは大事なことかなと気づいたこと

があります。それは、たとえば自分は信仰熱心だと

思っている人がいるとします。ミサにも定期的に与

っているし、教会活動にも参加している。でもその

ような人が本当の意味で救いを実感できていない。

心の中に平安を見出せていない。そのような苦しみ

を持っておられる方が多いように感じます。そして

そのような方々の話を聞いていると私はあることに

気づきました。自分は信仰に対して熱心だと思って

いる人。でもそのような人の中からイエス様との親

しさ、近さが伝わってこないということです。教会

が自分の救いや安心を確保するための建物、場所で

とどまってしまって、イエス様と親しく対話した

り、自分の思い、感じていることをイエス様に伝え

たり、また祈りがイエス様の言葉に耳を傾けたりす

るところまで至っていない。正直そのような状態で

歩んでしまっている人は多いと感じます。教会には

所属しているけれど、イエス様にはつながることが

できていない。そのような状態にとどまっている人

たち。もう一度原点に立ち帰って、イエス様と自分

の結びつきはどうなっているか見つめ直す必要があ

ると思います。 

 イエス様は言われます。「あなたがたは行って、す

べての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子

と聖霊の名によって洗礼を授け、あなたがたに命じ

ておいたことをすべて守るように教えなさい。わた

しは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にい

る。」(ﾏﾀｲ 28･19-20)これは、これからはあなたがた

が、私がしてきた働きを引き継いでいきなさいとい

う意味です。そして弟子たちもイエス様と同じよう

に働くことを通して、自分達も救いの喜びを体験す

ることを望まれたということです。救いとは、私た

ちがじっと待っていることではありません。私たち

の救いは、私たちがイエス様に従って動き、働くこ

とを通して一人ひとりが実感していくもの、感じ取

っていくものだということです。その使命を果たす

ことができるように、イエス様は聖霊を送ることを

約束されます。弱い人間である弟子たちが、この使

命を生きることができるように聖霊という神様の力

が与えられます。これからは聖霊の働きのうちに、

イエス様も私たちの中に共にいてくださるというこ

とです。 

現代という時代を生きている私たちが、いつもイエ

ス様とつながる心をもって、一人ひとりが委ねられ

ている自分が生きる場を通して、イエス様が共にい

てくださること、聖霊が導いてくださっていること

を感じ取っていく恵みを願いたいです。本当の信仰

の熱心さは、教会という建物に所属するということ

以上に、イエス様につながっていく心の熱心さだと

思います。私たちが心の中でイエス様と親しく何で

も対話し、そのことを通して自分とイエス様との距

離が近くなり、イエス様を身近に感じて日々の生活

を歩むことができるように祈りたいです。 
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慈しみ深い父よ、あなたの民をかえりみ、生涯を捧げる司祭、修道者の召命をお与えください。様々

な立場で、召命を考えている人々があなたの呼びかけに進んで応えることができますようにお導き下

さい。 

 

 

 

★★信徒の声★★ 
 

聖霊、来たり給え 

M F（５月記） 

 

たとえ他人様がほめてくださってもその時の私の行

動が神様のみ旨に叶っていたかどうか私はあやしい

こともある。 

その反面、他人様から誤解されて非難されようとも

神様は本当の私の姿をご存じなのでこわくもあり安

心でもある。ひたすら、我らの主イエス様につなが

り、お願いするのみである。 

約六十年連れ添った夫への願いは洗礼の恵みをいた

だくことであった。望んでいたイメージではなかっ

たが、洗礼の話を持ちかけたら、ほほえみ乍ら承諾

してくれた。とても嬉しいことではあったが、数日

後に「ヨゼフ」は帰天して悲しく、思い出す度に涙

の日は今も続いている。 

 

 

 

 

話は大きく変わるが、最近、夢を見た。 

舞台は「京都」。 

崖の端に両手を後側で支え乍ら、両足をぶらさげて

座っていた。隣には青年がいた。見知らぬ青年なの

に亡夫のことをきいてくださり心は癒された思いで

いた。 

青年は田丸神父様が信徒の皆さんに下さった「イエ

ス様のご絵」に似て居たが、もう少し細身でグレー

系の長袖シャツとスラックス姿であった。 

どうやって移動したか不明だが、・・・。青年は

「公会議」以前のように祭壇に向って「パンを割

き」ミサをあげて居られた。その後姿から「エマオ

の旅人の話」の如く私にはイエス様だと判り末席で

ミサに与っていた。 

 

聖なる夢にも感謝！

                           

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

一粒会祈りのリレー（６月） 
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１）「サーラーの家」への物資の寄付のお願い。 

期間：7 月 1 日（土）〜9 日（日） 

主に外国籍の女性の為のシェルターを運営する NPO 法人「サーラーの家」支援の物資の寄付をお願いし

ます。品物は「サーラーの家」が必要とするものに限ります。対象の品物リストは、ミサで配布のチラシ

及び福祉部掲示板をご覧下さい。品物は受付内に設置した段ボール箱にお入れ下さい。なお、「サーラーの

家」は、賞味期限や品物の在庫の状況等によって、寄付いただいた物資をバザーやフードバンクに提供す

る場合もある事をご了解ください。 

２）ステラマリスの毛糸の帽子編みサークル今後の開催予定 

6 月 28 日（水）、7 月 26 日（水）、8 月 30 日（水）に開催を予定しています。 

いずれも 13:00〜15:00、２階の集会室です。編み物の経験のない方もどうぞ参加ください。折り紙もや

っています。 

３）「風のバード」傾聴ボランティアの募集 

寿町の障がい者作業所「風のバード」（理事長シスターY・ケベックカリタス修道女会）では、利用者の

話し相手をするボランティアを探しています。利用者と一緒にお茶を飲んだり、トランプやビデオを見た

り、散歩をするボランティアです。特に男性のボランティアが必要とされます。奉仕可能な方は福祉部員

に声をおかけ下さい。 

４）「風のバード」品物作りボランティアの募集 

同じく「風のバード」支援する、ミシン等を使った品物の製作を教会で行うボランティアのサークルが

立ち上げ、1 回目を 6 月 19 日（月）10:00~12:00 に 2 階の会議室を予定しています。お気軽にご参加く

ださい。 

５）「アルペなんみんセンター」事務局長 有川憲治氏の講演会（中和田教会主催・戸塚教会福祉部協力） 

7 月 30 日（日）中和田教会聖堂で主日のミサ後 10:30~12:00 に、有川憲治氏の講演会を開催します。

日本における難民の状況、私たちにできる事、難民を歓迎できる社会になどをテーマに話していただきま

す。当日、中和田教会で 9 時からのミサに与る事ができます。講演後交流会を予定しています。 

７）福祉部運営チームメンバーの募集 

福祉部では、教会のさまざまな福祉の活動の立案とコーディネートを担当する運営チームメンバーを募

集しています。どうぞお気軽に福祉部員に声をおかけ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉部からのお知らせ 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜６月度定例教会委員会（6/11）＞ 

【協議事項】 

 （１) 「Sシスターのお話を聴く会」（福祉部） 

福祉部主催で行い、日程については、7/23(日)10

時のミサ後に聖堂で開催し、他行事の時間帯と被ら

ないように、12:30 終了とする方向で検討する。(そ

の後、シスターから連絡があり 8 月に変更の予定｡) 

（2）「祈りを深める分かち合いの集い」（教学部） 

 神父様として、以下の考えが伝えられた。 

毎月のプリントの配布、毎週の主日のミサのお説教

プリント配布を通して多くの信徒が各自祈りを深め

るための試みを実施している。受け取った信徒が小

グループでプリントの中で響いた思いを分かち合う

場を作ることによって祈りを深める環境を整えた

い。以前の「しゃべり場」構想については、コロナ

禍に入ったこともあり、実現せず。 

いずれにせよ、分かち合いを複数形態で構築・運

営・発展させることが重要と考える。神父様自身が

参加できないパターンもよい（ほかの委員が対応す

る範囲があってもよい）。 

（3）教会だよりへの活動部の紹介（広報部） 

引き続き記事掲載に向け、教会委員をはじめ信徒

の皆さんに働きかけたい。 

（4）地下駐車場奥の棚の整理（管財部） 

①各部会での棚利用状況を確認してほしい 

②不要なものの選定・連絡もお願いする等 

→不要物でも他の部会で利用可能なものもあるの

で、関係者に確認・選定・決断の機会をもうけるの

がよい。また、7 月度の教会委員会で整理開始の呼び

かけができればよい。 

（５）ミサ時のお知らせ（継続審議：典礼部） 

神父様のコメント：8 月度の神父様の「その日の福音

を味わう集い」は実施しないため、その旨掲載変更

してほしい。（当日は片瀬教会のブランチフィール

ド神父様の一時帰国に伴い、田丸神父様が司式を代

行する。戸塚教会では集会祭儀となる。） 

→必要なお知らせを典礼・行事予定表欄外に追記。 

→委員長としては、年間・月間の典礼のお知らせや

神父様との対話週間のお知らせがあるとよい。ま

た、駐車許可証等の中長期間の通知が必要な事項も

掲載するのがよい。 

→平日のイベントの組み込みをどうするか？は、現

状の表示方法に追記する形で対応するのがよい。 

（掲載事項の数が多い場合は、別途検討する） 

→8 月度の教会委員会は休会、その旨掲載する。 

→OneDrive に典礼・行事予定表をアップするので、

必要だと思われるお知らせを各部に書き足してもら

う形にする。但し、典礼部にも報告をする 

（６）土地活用検討委員会について（委員長） 

委員長が決まったとの報告があった後、教区への活

動報告を検討し、文案のうち「結論」は「方向性」

に修正して提出する。 

・今回の活動について委員長の見解は下記の通り： 

ミサ前後しか仕事を持つ人々が参画できない現状が

ある。その場合の参画可能な場所は土日の 2F の会議

室しかない。複数の活動グループ等が今後形成され

ていくことを考慮すると、より多くの人々が分かち

合いに参画できる環境が必要と考える。今時点で場

所を拡大しておかないと、活動の発展につながら

ず、現状のままにとどまることを心配する。大船教

会の「子供食堂」等は、戸塚教会の現状のスペース

では実現できない。（地域の人々とのつながりを持

てる設備・スペースが必要と考える。）最近の人は

バーチャル集会も対応できている（理性的活動が楽

に行われる）。一方、リアル対話ではバーチャル空

間で体験できない心のつながりを体験できる。 

上記の委員長見解を受け、委員会で意見交換した。 

 

［報告事項］ 

【財務部】 

①「世界広報の日」献金は 46,000 円でした。 

たくさんの献金をありがとうございました。 

②「聖ペトロ使徒座への献金」は 6/24・25 予定。 

【総務部】 

①昨日 6/10(土)に総務委員と受付ボランティアグル

ープとの初会合を実施した。 

【管財部】 

① 6/1(木)の豪雨によりクリプタ祭壇部に雨漏りが

あった。今後原因調査及び対策立案を進める予
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定。当面、豪雨の予報等がある場合には祭壇部に

（緊急措置としての）バケツ設置の場合も想定。 

【典礼部】 

【報告事項】 

① 祈りの会（教学部・典礼部）・・・

5/21(日)11:15〜久我神父様ご指導で 15 名参加 

②田丸神父様との対話週間・・・5/23(火)〜

26(金)14 時〜15 時の期間に 4 名の申込あり 

③「聖体授与の臨時の奉仕者」教区研修会・・・

5/28(日)・6/25(日)の全 2 回が藤沢教会で。戸塚教

会からは 6 名が参加。 

④教会だより 6 月号向け典礼行事予定表作成済み。

引き続き、７月・8 月の予定表を作成中。 

【今後の予定】 

①初聖体：6/11(月)10 時のミサで（対象者 2 名） 

②祈りの会（教学部・典礼部）・・・6/18(日)10 時

のミサ後、久我神父様ご指導で予定（2F 会議室）。 

③守護聖人聖ペトロのお祝いミサ・・・6/25(日)10

時のミサとして実施予定。 

ミサ後の懇親会：聖歌隊と英語ミサグループのコー

ラスを予定。行事親睦部からお菓子お茶提供予定。 

④平和旬間祈りのリレー：8/6(日)〜15(火)で予定。 

⑤聖母の被昇天ミサ・・・8/15(火)10 時のミサとし

て実施予定。ミサ後に懇親会を予定（典礼部）。 

⑥堅信式の準備・・・未堅信信者を対象として堅信

に向けた講座の開設（教学部）、および堅信式の準

備を進める予定。 

【教学部】  

①「その日のミサの福音を味わう集い」・・・

6/4(日)11:15〜12:15 の間、2F 会議室にて田丸神

父様のご指導の下、16 名の参加あり。 

【福音宣教部】 

① 毎月第 1 日曜日開催の「オープンデー」開催時間

は、田丸神父様の「その日の福音を味わう集い」

と（一部）重複を回避のため、今後は 12:30〜

14:00 に変更する。7/2(日)から実施予定。 

②8 月度の「オープンデー」はお休みとする。 

【広報部】 

①教会だより 7 月号の構成も 6 月号に準じた構成を

想定。できれば聖ペトロのお祝いミサ関連記事を募

集したい。 

③8 月号は休刊。 

【福祉部】 

①中和田教会からのご提案あり。「ＮＰＯ法人アル

ペ難民センター事務局長 有川憲治氏の講演」を中

和田教会で行うこととなった。福祉部としては協力

させていただく予定。 

・日時：7/30(日) ミサ 9:00〜10:00 

・講演会：7/30(日)の上記ミサ後の 10:30〜11:30 

・講演概要：日本における難民の現状、私たちに出

来る事、難民を歓迎出来る社会に、質疑応答 

・補足：当日のミサには戸塚教会信徒も出席可。 

・本件に係る献金を募る予定。 

・講演会終了後、交流会を軽食（500 円）またはケ

ーキ・コーヒー（無料）付きで開催する予定。 

②現在「お任せパック」利用者は 46 名。 

【行事親睦部】 

①6/25(日)ミサ後、直ちに「聖ペトロのお祝い」の

パーティを始める。 

・聖歌隊と英語ミサグループによる歌（15 分程度） 

・飲み物とお菓子で歓談の機会を設ける。 

・その他（終了後に清掃実施） 

②10/22(日)にフリーマーケットを開催予定。 

 

【聖ペトロ使徒座への献金について（財務部）】 

教皇は毎年、世界各地を司牧訪問します。そして、

人々の苦しみや悩みを聞き、やさしい笑顔で力づけ、

数々の援助を与えます。キリストの代理者、教会の最

高牧者である教皇は、祈りと具体的な援助を通して全

世界の人々にいつも寄り添っているのです。この教皇

に心を合わせて、わたしたちも世界中の苦しんでいる

人々のために祈りと献金を捧げます。教皇のこうした

活動のために充てられる聖ペトロ使徒座への献金は、

８世紀ごろイギリスで始まった、大人も子どももいち

ばん小さな通貨の単位である１ペニーを毎年教皇に献

金する運動がもとになって世界中に広まったもので

す。 

 

 

 


